
○「自分に厳しい」のと

「自分を裁く」のはチョッとちがう○

子どもの頃は、よく「自分を甘やかして

はいけません」「自分に厳しくありなさい」

などと、親や学校の先生に言われた。

それでも結構、勉強をサボって遊んだり、

宿題を忘れて焦ったことを覚えている。

子どもにとっては、嘘をつかないことや、

勉強などの努力を怠らないことが「自分に

厳しい」ことだった。

大学生になると受験や恋愛に失敗したり、

社会人になれば、仕事や人間関係での失敗

が数多く重なって行く。

「自分に厳しく｣という言葉が、失敗を積み

重ねるうちに、いつのまにか「自分を裁く」

ことになっていく。

子どもにとって「正直なことや怠けないこ

と」というのは、将来の「人間関係での誠

実さや向上の努力」に結びついて行くため

のものだったのではないだろうか。

自分に甘いか厳しいかということは姿勢の

問題で、成功や失敗は姿勢ではなく、結果

である。

学生時代、自動車免許を取りに行き、実

技試験で何度も落ちた。その都度練習を重

ね万全を期して受けるのだが、また落ちて

しまう。今度がラストチャンスの試験とい

うとき、練習の都合がつかず、ぶっつけ本

番になってしまった。心の中で必死に、慌

てず落ち着いて、基本を忘れずに…と運転

した結果何とか合格することができた。

それまでは試験の前日まで練習を繰り返し、

これなら受かるだろうと助言をもらい、タ

カをくくっていたらしい。

厳しく練習をしたつもりでも、心が甘くなっ

ていたのかもしれない。

また社会に出て仕事に少しなれてきた頃、

クレームが入り取引先へ飛んでいった。中

年の主任に延々１時間ほど叱られている内

に、話は昔の話になり最後は主任の苦労話

へと移っていった。その一件以来えらく主

任に可愛がって貰えるようになり、人間関

係の不思議さを実感した。

クレームという失敗も、一つの過程であり、

次の成功を期待してくれたのだろう。

誠実さや努力をもってしても、成功する

こともあれば失敗することもある。

また、成功しても有頂天になれば失敗して

行くし、失敗しても恐れず進んで行けば、

いつか成功するかも知れない。

成功失敗は結果であるが、過程でもある。

誤解を恐れず大胆に言えば、自分に厳しく

することで成功するわけではない。

成功は時の運。人智を超えた神仏からのボー

ナスと考えたほうがいいかもしれない。

では、自分に厳しくすることの利点は何だ

ろうか。万一成功した時に、有頂天になら

ず成功を維持して行くための保険なのかも

しれない。

恐らくこういった考えは、漠然と知ってい

るのだが、失敗が続くと、どうしても自分

を裁いていってしまう。どうせ自分は報わ

れないさと落ち込む。神も仏もあるものか、

神を恨み、仏を恨み、人を恨み周りを恨む。

自分を裁くと、つらくなって周りを恨むこ

とになる。これが嵩じると犯罪に走るか病

気になってしまう。

自分を裁くのを止めるには、自分を許すし

かないが、それはそれでどうしていいのか

分からない。そんな時は、自分に厳しくす

るのを一時棚上げして、自分に甘くしてやっ

てはどうだろうか。どうも自分に厳しくす

るから裁きたくなる。ならば、自分に甘く

してやれば、許すこともできるのではない

か。許すコツが分かってくれば、人を責め

たり裁きたくなったりしても、案外許すこ

とができるかもしれない。そうすればむし

ろ寛容さが加わり、ひと回り大きな自分に

なれるのではないだろうか。
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